
























































































































































































い。IMF の投票権は、米国の17％に対し日本は 6 ％とその差は歴然としていた。日本は、































　悪化するタイの経済状況に直面し、1997年 9 月、日本は、自国を中心とした AMF 設立の提
案を行った。いわゆる日本を中心とした IMF のアジア版である。AMF 設立の目的は、IMF
のように経済改革プログラムなどの厳しい融資条件を課すことなく、経済危機に陥ったアジア
諸国に資金を提供し救済することであった（しかし、資金面では、日本だけで全ての資金をま





















































































































































と、第 ２ に発信することにより現在の援助潮流に影響を与えること、第 3 にアジア各国の結束
を深めることであった18）。コンセプト発表後開催された IDEA 大臣会議（中国、韓国、
ASEAN 諸国）では、 1 . 経済成長の前提として経済インフラの建設の必要性、 ２ 東アジアの
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　しかし、なぜターゲットがベトナムだったのか。理由としては、ベトナムは、 1 . アジアに















































































含む欧州諸国や ASEAN などの賛同を経て２016年 6 月には初総会を開いた。中国の AIIB 設立
は、日本の AMF の挫折と好対照をなす。なぜ日米両国が賛同していないにもかかわらず発足
が可能だったのだろうか。中国がリーダーとして秩序形成に関与するだけの物質的なパワーを
















3 ）  個人的なリーダーシップについては、以下を参照。Young, Oran R. 1991.  "Political Leadership and 







5 ）  詳細については、拙稿参照。Hatakeyama, Kyoko and Craig Freedman. ２010. Snow on the Pine: 
Japan’s Quest for a Leadership Role in Asia, World Scientific.
6 ） “Developmental states”という言葉を最初に使ったのは Chalmers Johnson である。
7 ）  日本型経済発展については、以下参照。Johnson, Chalmers. 1995. Japan: Who Governs? The Rise of 
the Developmental State. N.Y.: Norton.
8 ）  詳細については、以下参照。Shiratori, Masaki. 1998.  "Afterword to the Japanese translation of  the 
World Bank report “The East Asian Miracle”." pp.77-83 in Japanese Views on Economic Development, 
edited by Kenichi Ohno and Izumi Ohno. N.Y.: Routledge.
9 ）  しかし、このレポートは、アジアの経済発展の要因は、政府主導の産業・金融政策のよりも、むしろ
民間の活力であるとしている。World Bank. 1993. East Asian Miracle: Economic Growth and Public 
Policy, Washington, D.C.: The World Bank.





13）  橋本首相のスピーチ、読売国際経済懇話会、1997年 8 月２7日。
14）  財務省、外国為替審議会、『アジア金融資本市場専門分科会報告書』1998年 5 月19日。
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Poverty, Political Violence and Terrorism:  Is  there a  causal  connection."  Journal of Economic 
Perspectives 17: 119-144.
18）  Ministry  of  Foreign Affairs.  ２00２.  "Japan  and ASEAN  in East Asia—A Sincere  and Open 
Partnership", Speech by Prime Minister of Japan, Junichiro Koizumi. 14 January, Singapore. 
　　http://www.mofa.go.jp/region/asia-paci/pmv0２01/speech.html, accessed in March ２006. 
19）  たとえば、以下参照。２00２年 WSSD のサイドイベントとして開かれた IDEA の大臣級会議および
２00２年10月の国際シンポジウム。
２0）  ２003年の　第 3 回アフリカ開発会議でも同コンセプトを提示している。
２1）  インタビュー、JETRO ディレクター、匿名、２006年 3 月、東京。
２２）  この考え方については、以下参照。古城佳子 . ２004.「資本移動の増大と国際政治の変容」藤原帰一・
李鍾元・古城佳子・石田淳一（編）『国際政治講座 3 』東京大学出版会。pp.39-86及び p.65。
２3）  インタビュー、財務省官僚、匿名、２006年 5 月、東京。
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